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地球を守る木　みんなの財産国有林地球を守る木　みんなの財産国有林

平成20年
4月
No.95

北海道森林管理局北海道森林管理局

北の森に春を告げるヤチブキの花（遠別町）
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三
月
十
七
日
（
月
）、
北
海

道
森
林
管
理
局
に
お
い
て
「
国

民
の
森
林
づ
く
り
感
謝
状
」
贈

呈
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、『
地
域
の
国
有
林

に
お
い
て
、
森
林
づ
く
り
活
動

な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ま

れ
、功
績
の
あ
っ
た
方
々
に「
国

民
の
森
林
づ
く
り
感
謝
状
」
を

贈
呈
す
る
』
こ
と
と
し
て
平
成

十
八
年
度
に
要
領
を
制
定
し
た

も
の
で
、
二
回
目
の
贈
呈
式
と

な
っ
た
今
回
は
、
次
の
三
団
体

の
み
な
さ
ん
へ
感
謝
状
を
お
贈

り
し
ま
し
た
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
森や

ま林
づ
く
り
ク
ラ
ブ

�

（
紋
別
市
）

　

平
成
十
年
に
北
海
道
内
初
の

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し

て
発
足
。
国
有
林
内
で
の
植
樹

祭
、
育
樹
祭
の
開
催
、
ま
た
、

網
走
西
部
森
林
管
理
署
西
紋
別

支
署
と
「
ふ
れ
あ
い
の
森
」
の

協
定
及
び
森
林
整
備
協
定
を
締

結
し
、
積
極
的
に
森
林
の
育
成

等
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

山さ
ん
ぽ歩
集
団
青
い
山
脈（
福
島
町
）

　

昭
和
六
十
三
年
発
足
。
初
級

者
の
登
山
技
術
指
導
と
併
せ
た

自
然
保
護
教
育
、
大
千
軒
岳
地

域
で
の
高
山
植
物
盗
掘
防
止
パ

ト
ロ
ー
ル
、
歩
道
整
備
や
清
掃

活
動
、
地
元
小
中
学
校
で
の
森

林
環
境
教
育
の
実
施
な
ど
長
年

に
わ
た
り
地
域
に
根
ざ
し
た
活

動
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

ト
ム
ラ
ウ
シ
少
年
グ
リ
ー
ン
ク

ラ
ブ
育
成
会　

�

（
新
得
町
）

　

昭
和
四
十
七
年
発
足
。
長
年

に
わ
た
り
国
有
林
内
で
の
自
然

体
験
学
習
、
植
樹
祭
等
へ
積
極

的
に
参
加
。
緑
の
募
金
活
動
、

森
林
環
境
教
育
の
積
極
的
な
実

施
。
ト
ム
ラ
ウ
シ
山
で
の
清
掃

登
山
、
春
・
秋
の
市
街
地
清
掃

活
動
の
実
施
等
、
社
会
貢
献
活

動
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
各
団
体
の
み
な
さ
ん

の
益
々
の
御
活
躍
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。�

（
保
全
調
整
課
）

上右：��山田局長から感謝状を受け
るオホーツク森林づくりク
ラブ会長

上中：同　山歩集団青い山脈会長

上左：�勝占東大雪支署長から伝達
を受けるトムラウシ少年グ
リーンクラブ団長

下右：�同クラブには退団式で伝達
されました

森林
づくり活動にありがとう森林
づくり活動にありがとう

森林ボランティアの
みなさんに感謝状贈呈
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三
月
十
八
日
（
火
）、
北
海

道
森
林
管
理
局
に
お
い
て
、
地

域
管
理
経
営
計
画
等
に
関
す
る

懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

審
議
で
は
、
石
井
北
海
道
大

学
名
誉
教
授
を
座
長
に
、
計
画

策
定
の
基
本
的
な
考
え
方
で
あ

る
、「
公
益
的
機
能
の
維
持
増

進
」、「
美
し
い
森
林
づ
く
り
の

推
進
及
び
地
球
温
暖
化
防
止
へ

の
貢
献
」、「
生
物
多
様
性
保
全

の
推
進
」、「
国
民
参
加
の
森
林

づ
く
り
」
の
四
項
目
に
関
す
る

活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
座
長

か
ら
の
「
森
林
管

理
局
に
は
、
各
委

員
の
ご
意
見
を
十

分
に
踏
ま
え
て
、

北
海
道
国
有
林
の

管
理
経
営
に
当
た

っ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
の
コ
メ
ン

ト
に
各
委
員
か
ら

も
「
異
議
な
し
」

と
の
声
が
上
が

り
、
計
画
案
及
び

変
更
計
画
案
は
了

承
さ
れ
ま
し
た
。

○
了
承
さ
れ
た
計
画
案
及
び

　

変
更
計
画
案

・
地
域
管
理
経
営
計
画
等
の
計

画
案
（
石
狩
空
知
、上
川
北
部
、

後
志
胆
振
の
各
森
林
計
画
区
）

・
地
域
別
の
森
林
計
画
の
変
更

計
画
案
（
日
高
、
留
萌
、
十
勝
、

渡
島
檜
山
の
各
森
林
計
画
区
）

・
地
域
管
理
経
営
計
画
等
の
変

更
計
画
案（
日
高
、留
萌
、十
勝
、

渡
島
檜
山
の
各
森
林
計
画
区
）

�

（
業
務
調
整
課
）

【留萌北部署】天塩町新栄通で新築工
事を進めていた留萌北部森林管理署の
新庁舎がこのほど完成し、３月14日
（金）に落成式が行われ、木の香りあ
ふれる建物が披露されました。
　旧庁舎の向かいに建てられた新庁舎
の外観は天塩町の「赤レンガ造り」の

町並みにとけ込むレンガ調で、構造・内装材には北海道産のカラマ
ツ、ナラなどのフェアウッドがふんだんに使われています。
　朝10時から行われた式典には、管内町村をはじめ多数のみなさん
の列席をいただき、福澤署長の式辞、山田北海道森林管理局長の挨
拶に続き、来賓の浅田天塩町長より祝辞をいただきました。
　今後は、この新庁舎を拠点に、留萌北部の国有林をしっかりと守
り育てていきたいと思います。� （塚田 前総務課長）

天
塩
町
の
「
赤
レ
ン
ガ
造
り
」
の
町
並
み
に
と

け
込
む
新
庁
舎

構造材は迫力ある
道産カラマツ大断面集成材

新庁舎の特徴

来庁者を出迎える
ウッディーな正面玄関

地球環境に優しい
ペレットストーブ

正面玄関ホールは
管内５町村の木を内装に

　　床板は
ナラのフローリング　　

森林づくり計画に活発な議論
地域管理経営計画等に関する懇 談 会

式辞を読み上げる福澤署長

北海道産フェアウッドふんだんに

留萌北部森林管理署 新庁舎落成留萌北部森林管理署 新庁舎落成留萌北部森林管理署 新庁舎落成
北海道産フェアウッドふんだんに
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根
釧
西
部
森
林
管
理
署
長

を
拝
命
し
て
一
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
こ
の
道
東
の
地
で
の

勤
務
は
二
十
五
年
ぶ
り
で
、

懐
か
し
い
思
い
や
、
当
時
か

ら
は
大
き
く
変
わ
っ
た
も
の

も
あ
る
中
で
楽
し
く
勤
務
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

我
が
署
は
、
北
海
道
釧
路

支
庁
管
内
一
市
六
町
一
村
に

わ
た
る
国
有
林
野
約
十
八
万

㌶
を
管
轄
し
、
こ
れ
を
十
七

の
森
林
事
務
所
で
管
理
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
広
さ

は
四
国
森
林
管
理
局
の
管
理

面
積
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

　

管
内
に
は
、
阿
寒
国
立
公

園
、
釧
路
湿
原
国
立
公
園
、

厚あ
っ
け
し岸
道
立
自
然
公
園
や
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
の

別べ
か
ん
べ
う
し

寒
辺
牛
湿
原
、
平
成
十
八

年
度
に
人
事
院
総
裁
賞
を
受

賞
し
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス

ト
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
、

最
近
特
に
考
え
る
こ
と
は
「
名

称
」と
い
う
も
の
に
つ
い
て
で
、

我
が
組
織
は
平
成
十
一
年
三
月

に
、
こ
れ
ま
で
使
わ
れ
て
き
た

「
林
業
を
営
む
」
と
い
う
意
味

の
「
営
林
」
署
を
改
め
「
森
林

管
理
」
署
と
な
り
ま
し
た
が
、

一
般
の
地
域
の
方
々
に
は
未
だ

に
な
じ
ん
で
い
な
い
こ
と
が
気

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

我
が
署
は
明
治
四
十
一
年
に

設
立
さ
れ
、
そ
れ
な
り
に
地
域

に
は
知
ら
れ
て
い
る
役
所
の
は

ず
が
、
地
域
の
方
々
に
聞
い
て

も
営
林
署
は
分
か
っ
て
も
森
林

管
理
署
は
分
か
ら
な
い
よ
う
で

す
。

　

名
称
変
更
以
降
、
管
内
各
地

域
で
開
催
さ
れ
る
植
樹
祭
や
各

種
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加

す
る
中
で
こ
の
こ
と
の
Ｐ
Ｒ
に

努
め
て
き
て
い
ま
す
が
、
も
う

少
し
頑
張
ら
な
い
と
認
知
度
は

上
が
ら
な
い
と
感
じ
、
赴
任
以

来
少
し
で
も
「
森
林
管
理
署
」

と
い
う
名
称
を
普
及
さ
せ
る
事

を
考
え
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
に

加
え
、
昨
年
末
に
は
、
我
が
署

の
職
員
等
が
業
務
を
通
じ
て
撮

影
し
、
蓄
積
し
て
き
た
管
内
の

国
有
林
の
風
景
を
元
に
カ
レ
ン

ダ
ー
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
報
道
記
事
を
見
た
地
域

の
方
々
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も

多
く
あ
り
、
少
し
は
森
林
管
理

署
の
名
称
が
浸
透
し
た
思
い
に

な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
も
う
一
歩
進
め

て
、
退
職
の
時
期
を
迎
え
て
い

る
「
団
塊
の
世
代
」
の
方
々
に

森
林
へ
来
て
い
た
だ
く
イ
ベ
ン

ト
や
地
域
の
小
学
生
、
漁
協
、

農
協
に
働
き
か
け
を
す
る
中

で
、
森
林
づ
く
り
の
体
験
ツ
ア

ー
な
ど
を
企
画
し
参
加
を
呼
び

か
け
、
森
林
管
理
署
の
事
業
や

国
有
林
に
つ
い
て
少
し
で
も
理

解
を
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
の

方
々
と
「
守
り
・
育
て
・
活
用
」

で
き
る
森
林
管
理
署
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

雄阿寒岳と阿寒湖畔を望む

自治体と協働開催した植樹祭

署署署署 長長長長
雑雑雑雑 感感感感

根釧西部森林管理署
署　長

吉　田　朋　泰

広
大
な
道
東
の
国
有
林
を
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

守
り
・
育
て
・
活
用
す
る
森
林
管
理
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【
宗
谷
署
】
三
月
七

日
（
金
）
に
、
礼
文

森
林
事
務
所
の
仕
事

に
つ
い
て
学
び
な
が
ら
、
楽
し

く
雪
の
中
で
遊
ぶ
森
林
教
室
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ま
ず
ネ
イ
チ
ャ
ー

礼
文
の
研
修
室
で
、
森
林
官
が

冬
場
に
行
っ
て
い
る
森
林
調
査

や
そ
れ
に
使
う
道
具
の
説
明
な

ど
を
行
い
、
そ
の
後
、
香か
ふ
か
い

深
井

緑
が
丘
公
園
へ
移
動
し
、
雪
上

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
と
い
う
こ

と
で
、測
量
機
器
を
使
っ
た「
宝

探
し
」
と
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
作

り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　

ア
イ
ス
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

に
材
料
と
、
雪
と
塩
を
混
ぜ
た

「
寒
剤
」
を
封
入
し
、
振
り
回

し
た
り
転
が
し
た
り
し
な
が
ら

ヘ
ト
ヘ
ト
に
な
る
ま
で
雪
原
を

走
り
回
る
こ
と
十
五
分
。
上
手

く
出
来
上
が
っ
て
い
る
か
半
信

半
疑
で
し
た
が
、「
こ
れ
を
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
と
言
わ
ず
し
て

何
と
い
う
」
ほ
ど
素
晴
ら
し
い

出
来
で
、
も
ち
ろ
ん
味
も
グ
ッ

ド
！　

楽
し
く
、
あ
ま
〜
い
冬

の
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

�

（
塩
口　

前　

 

礼
文
森
林
官
）

【
檜
山

署
】
三

月
二
十

日
（
木
）、
奥
尻

町
海
洋
研
修
セ
ン

タ
ー
に
て
、
奥
尻

島
観
光
協
会
・
奥

尻
島
地
域
再
生
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

会
議
主
催
「
知
っ

て
得
す
る
奥
尻
島

一
日
講
座
」
が
開

催
さ
れ
、
私
も
講

師
の
一
人
と
し
て

参
加
し
ま
し
た
。

　

奥
尻
町
は
北
海

道
南
西
沖
地
震
か

ら
十
五
年
を
迎
え
、新
た
に「
食

と
自
然
が
豊
か
な
観
光
の
島
」

と
し
て
出
発
し
よ
う
と
し
て
お

り
、
そ
の
観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
一
環
と
し
て
、
島
民
が
島
の

魅
力
を
改
め
て
認
識
し
、
島
の

観
光
産
業
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
お
う
と
い
う
こ
と
で
今
回
の

講
座
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

私
は
奥
尻
の
森
に
咲
く
花
や

森
に
住
む
動
物
な
ど
を
写
真
で

紹
介
し
な
が
ら
、
島
の
自
然
の

魅
力
と
、
そ
の
魅
力
を
ど
う
観

光
振
興
に
つ
な
げ
る
か
と
い
う

こ
と
を
お
話
し
ま
し
た
。

　

終
了
後
、「
花
が
好
き
な
の

で
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」、「
森

に
行
っ
て
み
た
く
な
っ
た
」
と

声
を
か
け
て
く
だ
さ
る
方
も
い

て
、
島
の
自
然
が
持
つ
楽
し
さ

や
美
し
さ
が
、
み
な
さ
ん
に
伝

わ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
奥
尻
町
の
方
々

と
一
緒
に
、
島
の
自
然
を
観
光

に
活
か
す
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
中
で
「
観
光
資
源
と
し
て

の
森
林
」
の
価
値
を
高
め
て
い

く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

�

（
髙
見　

奥
尻
森
林
官
）

奥尻森林事務所

森林官が語る奥尻島の自然の魅力森林官が語る奥尻島の自然の魅力森林官が語る奥尻島の自然の魅力森林官が語る奥尻島の自然の魅力
知って得する奥尻島１日講座

国有林が広がる奥尻島・利尻島・礼文島

北の島だより北の島だより
離島の森林事務所に勤務し、
島民のみなさんとともに森林を守り育てる
森林官・主任たちから届いた話題を紹介します。

利尻島 礼文島

奥尻島

森林教室の最後は手作りアイスクリーム。
おいしくって最高〜＊＾＾＊

礼文森林事務所

礼文島の雪原を走り回って楽しい１日礼文島の雪原を走り回って楽しい１日礼文島の雪原を走り回って楽しい１日礼文島の雪原を走り回って楽しい１日
測量機器で宝探し＆雪中アイス作り

REBUN
OKUSHIRI



�

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
野
幌
森

林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環

と
し
て
、
平
成
十
九
年
度
か
ら

市
民
団
体
等
と
連
携
し
た
生
物

多
様
性
に
係
る
情
報
収
集
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

三
月
九
日
（
日
）、「
野
幌
森

林
公
園
を
守
る
会
」
主
催
に
よ

る
ク
マ
ゲ
ラ
一
斉
調
査
が
行
わ

れ
、
石
狩
森
林
管
理
署
と
と
も

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
一
九
八
七
年
か
ら

継
続
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
同

園
を
百
区
画
に
分
割
し
、
そ
れ

ぞ
れ
を
調
査
し
ク
マ
ゲ
ラ
や
そ

の
痕
跡
を
探
す
と
い
う
も
の
で

す
が
、
残
念
な
が
ら
今
回
は
ク

マ
ゲ
ラ
と
出
会
う
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

三
月
二
十
日
（
木
）
に
は
、

酪
農
学
園
大
学
と
合
同
で
エ
ゾ

シ
カ
の
痕
跡
調
査
を
行
い
、
歩

道
と
林
道
を
ほ
ぼ
全
部
歩
き
ま

し
た
が
、
痕
跡
は
全
く
確
認
で

き
ず
、
積
雪
期
の
野
幌
に
は
エ

ゾ
シ
カ
は
お
ら
ず
、
他
へ
の
移

動
が
推
察
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
よ
り
多
く
の
情
報
を

収
集
し
な
が
ら
野
幌
国
有
林
の

現
状
を
多
面
的
に
認
識
し
、
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

�
（
豊
田　

自
然
再
生
指
導
官
）

　

三
月
十
八
日（
火
）、
地
域
に

お
け
る
み
ど
り
の
環
境
づ
く
り

の
推
進
に
つ
い
て
話
し
合
う
、

「
釧
路
支
庁
み
ど
り
の
環
境
づ

く
り
地
域
会
議
」
が
開
か
れ
、

国
、
道
、
市
町
村
及
び
十
二
の

市
民
団
体
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
自
然
再

生
事
業
と
森
林
環
境
教
育
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
の
Ｐ
Ｒ
を
行

い
、「
雷
別
地
区
自
然
再
生
事

業
」
の
概
要
、
こ
の
事
業
が
地

域
の
み
な
さ
ん
と
一

緒
に
な
っ
た
取
り
組

み
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
こ
の
実
施
個
所

を
森
林
環
境
教
育
の

場
と
し
て
活
用
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
検
討

し
て
い
る
こ
と
等
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ

た
各
団
体
の
活
動
紹

介
で
も
、
平
成
十
九

年
度
に
取
り
組
ん
だ

森
林
環
境
教
育
と
自

然
再
生
に
つ
い
て
発

表
し
、「
総
合
学
習

に
お
け
る
森
林
環
境

教
育
の
進
め
方
」
と
し
て
、
小

学
校
と
当
セ
ン
タ
ー
が
協
力
し

「
地
球
温
暖
化
と
森
林
」
の
テ

ー
マ
で
行
っ
た
授
業
や
釧
路
支

庁
と
連
携
し
学
校
環
境
緑
化
事

業
モ
デ
ル
校
で
の
木
工
教
室
、

自
然
再
生
事
業
の
取
り
組
み
と

し
て
市
民
参
加
を
進
め
る
方
策

の
一
つ
で
あ
る
「
雷
別
ド
ン
グ

リ
倶
楽
部
」
の
活
動
内
容
等
の

紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

�

（
白
藤　

自
然
再
生
指
導
官
）

森林環境保全ふれあいセンターは、
国有林をフィールドとした自然再生
や生物多様性の保全、森林環境教
育などの活動を支援しています。

森林環境保全
ふれあいセンター
森林環境保全
ふれあいセンター

石狩地域

常呂川釧路湿原

駒ヶ岳・大沼

通 信

クマゲラの食痕
　残念ながら今回はクマゲラに出会うことが
できませんでしたが、新しい食痕をいくつか
見つけました。

林内に続く太い鹿道（北広島）
　当センターと野幌森林事務所では、エゾシ
カ痕跡調査の10日ほど前に南隣の北広島の国
有林内でエゾシカの越冬地と思われる場所を
確認しており、これとの関係も含め、さらに
注視していきたいと思っています。

情報を集めています

野幌の生物多様性
石狩地域森林環境保全
ふれあいセンター

市民参加型の活動

自然再生事業をＰＲ
釧路湿原森林環境保全
ふれあいセンター
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三
月
十
七
日
（
月
）、
大
沼

地
域
自
然
再
生
等
モ
デ
ル
事
業

の
「
多
様
性
の
あ
る
森
林
へ
の

再
生
」
個
所
（
吉
野
山
国
有
林
）

に
お
い
て
、「
大
沼
自
然
豊
か

な
森
づ
く
り
協
議
会
」
の
主
催

に
よ
る
、
ト
ド
マ
ツ
人
工
林
の

保
育
間
伐
を
実
施
し
、
森
林
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
か
ら
三
十
五

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

作
業
地
の
ト
ド

マ
ツ
は
昭
和
五
十

七
年
に
植
え
ら

れ
、
胸
高
直
径
は

八
〜
十
六
㌢
で
、

参
加
者
の
み
な
さ

ん
は
安
全
に
配
慮

し
な
が
ら
、
チ
ェ

ン
ソ
ー
や
手
鋸
で

一
本
一
本
て
い
ね

い
に
伐
倒
・
枝
払

い
な
ど
の
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

　

時
折
小
雨
が
振

る
あ
い
に
く
の
天

候
で
し
た
が
、
参

加
者
の
熱
意
（
多

様
性
の
あ
る
森
林

へ
の
誘
導
と
い
う

目
標
）
の
下
、
無

事
に
全
作
業
を
完
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

終
了
後
に
は
、
協
議
会
か
ら

手
作
り
の
力
う
ど
ん
が
振
る
舞

わ
れ
、
参
加
者
は
来
年
度
の
意

気
込
み
な
ど
を
話
し
な
が
ら
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補
給
し
、
和
気

あ
い
あ
い
で
春
の
一
日
を
終
え

ま
し
た
。

�

（
窪
田　

自
然
再
生
指
導
官
）

　

三
月
七
日
（
金
）、
北
見
市

立
相あ
い
の
な
い内
中
学
校
三
年
生
の
み

な
さ
ん
と
相
内
林
道
で
ス
キ
ー

で
森
林
散
策
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
中
学
校
か
ら
ス

キ
ー
授
業
の
集
大
成
と
し
て
、

森
林
の
中
を
ス
キ
ー
で
歩
き
な

が
ら
森
の
話
が
聞
き
た
い
と
の

要
望
が
あ
り
実
施
し
た
も
の
で

す
。

　

当
日
は
、
一
・
五
㎞
ほ
ど
を

ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
進

み
な
が
ら
、
冬
の
森
林
に
つ
い

て
の
解
説
を
行
い
ま
し
た
。

　

道
中
で
は
、
木
々
は
夏
か
ら

秋
に
か
け
て
冬
芽
を
作
り
春
の

芽
吹
き
の
準
備
を
し
て
い
る
こ

と
や
、
冬
芽
の
葉
痕
を
観
察
し

樹
種
ご
と
に
特

徴
が
あ
る
こ
と

を
学
ん
だ
り
、

エ
ゾ
シ
カ
の
足

跡
を
見
つ
け
た

の
を
き
か
っ
け

に
、
エ
ゾ
シ
カ

の
増
加
に
よ
る

農
林
業
被
害
の

拡
大
と
や
む
な

く
行
わ
れ
て
い

る
頭
数
調
整
に

つ
い
て
考
え
た

り
、
保
安
林
の

看
板
の
前
で

は
、
保
安
林
の

役
割
と
そ
の
機

能
を
維
持
す
る

た
め
の
伐
採
規

制
等
が
あ
る
こ

と
な
ど
も
学
び

ま
し
た
。

　

ま
た
、
熊
の
爪
痕
や
エ
ゾ
ユ

キ
ウ
サ
ギ
、
ネ
ズ
ミ
の
足
跡
を

発
見
し
た
り
、
ド
ラ
ミ
ン
グ
す

る
ア
カ
ゲ
ラ
の
姿
も
見
る
こ
と

が
で
き
、生
徒
の
み
な
さ
ん
は
、

声
を
発
す
る
の
も
忘
れ
て
見
入

っ
て
い
ま
し
た
。

　

短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
自
然
の

営
み
を
実
感
す
る
森
林
散
策
と

な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
林
間
コ
ー
ス
を
そ
れ
ぞ

れ
の
体
力
に
合
わ
せ
て
滑
り
、

心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
最
後
に
弓
を
使
っ

た
的
当
て
ゲ
ー
ム
も
行
い
、
全

員
が
狙
っ
た
的
を
射
る
こ
と
が

で
き
、
気
持
ち
よ
く
授
業
を
締

め
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
栄　

自
然
再
生
指
導
官
） うまく命中するかな？

大沼自然再生モデル

ボランティアで間伐
駒ヶ岳・大沼森林環境保全

ふれあいセンター

相内中のみんなとスキー散策

アカゲラと遭遇！
常呂川森林環境保全
ふれあいセンター
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【
日
高
北
部
署
】
三
月
八
日

（
土
）、
地
域
に
根
ざ
し
た
取

り
組
み
と
し
て
日
高
町
字
日
高

の
国
有
林
で
冬
の
自
然
観
察
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

四
年
目
と
な
っ
た
今
回
は
ル

ー
ト
や
距
離
を
変
更
し
、
気
分

も
一
新
、
管
内
各
地
か
ら
親
子

連
れ
な
ど
二
十

六
名
が
参
加

し
、
ガ
イ
ド
は

富
良
野
市
在
住

の
写
真
家
、
石

黒
誠
氏
に
お
願

い
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
み

な
さ
ん
は
大
半

が
リ
ピ
ー
タ
ー

で
、
こ
の
催
し

を
と
て
も
楽
し

み
に
し
て
い
た

と
の
こ
と
で
、

早
速
ス
ノ
ー
シ

ュ
ー
を
履
き
、

雪
原
に
残
る
キ

ツ
ネ
、
エ
ゾ
ク
ロ
テ
ン
、
ウ
サ

ギ
な
ど
の
足
跡
か
ら
彼
ら
の
行

動
を
想
像
し
た
り
、
エ
ゾ
マ
ツ

や
ト
ド
マ
ツ
の
違
い
や
、
カ
ツ

ラ
の
萌
芽
の
様
子
を
観
察
し
な

が
ら
、
二
時
間
半
ほ
ど
の
雪
上

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

午
後
か
ら
は
、
石
黒
さ
ん
が

撮
影
し
た
美
し
い
冬
の
自
然

や
、
散
策
で
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
動
物
の
か
わ
い
ら
し
い
姿
を

鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
冬
の
自
然
観
察
で
使

わ
れ
る
道
具
も
紹
介
し
、特
に
、

ア
ザ
ラ
シ
の
毛
が
張
ら
れ
た
ゾ

ン
メ
ル
ス
キ
ー
に
は
、
み
な
さ

ん
興
味
深
そ
う
に
触
っ
て
い
ま

し
た
。

�

（
佐
野　

幌
尻
森
林
官
）

【
石
狩
署
】
三
月
五
日
（
水
）、

野
幌
国
有
林
で
、
当
署
と
石
狩

地
域
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
は
指
定
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
え
る
む
の
通

所
者
の
み
な
さ
ん
と
「
カ
ン
ジ

キ
で
雪
上
を
歩
き
、
見
て
・
触

れ
て
・
聴
い
て
・
嗅
い
で
森
林

を
感
じ
よ
う
」を
テ
ー
マ
に「
カ

ン
ジ
キ
ウ
ォ
ー
ク
と
冬
の
森
林

観
察
」を
行
い
、

木
々
の
香
り
、

小
鳥
の
さ
え
ず

り
な
ど
に
た
っ

ぷ
り
と
五
感
で

触
れ
て
楽
し
ん

で
も
ら
い
ま
し

た
。

　

当
署
で
は
、

今
後
も
こ
の
よ

う
な
支
援
を
続

け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま

す
。

（
杉
村　

流
域

管
理
調
整
官
）

雪に記された動物の足跡を観察中

森のこと
もっと知
りたい

！

春
を
探
し
て
森
の
中
へ

早
春
の
ま
ぶ
し
い
光
の
中
で
森
林
教
室

ウサギの足跡を追いかけたよウサギの足跡を追いかけたよ
スノーシューで森林を探検しよう

日高町で観察会

五感で森林を楽しもう五感で森林を楽しもう
カンジキウォーク

障害福祉サービス事業所えるむ
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【
東
大
雪
支
署
】
三
月
五
日

（
水
）、
上
士
幌
町
糠
平
の
国

有
林
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ひ
が

し
大
雪
自
然
ガ
イ
ド
セ
ン
タ
ー

主
催
、
当
支
署
後
援
で
自
然
観

察
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
身
近
な
自
然
へ
の
興

味
と
関
心
を
深
め
よ
う
と
同
町

立
糠
平
小
学
校
の
み
な
さ
ん
と

行
っ
た
も
の
で
、
ま
だ
雪
深
い

学
校
近
く
の
森
へ
歩
く
ス
キ
ー

を
履
い
て
入
り
ま
し
た
。

　

林
内
で
は
、
エ
ゾ
シ
カ
の
冬

の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
、
食
べ

物
、
水
、
す
み
か
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
て
観
察
し
、
そ
の
足
跡

を
た
ど
っ
て
、
す
み
か
は
比
較

的
積
雪
の
少
な
い
ト
ド
マ
ツ
の

下
、
食
べ
物
は
サ
サ
、
水
は
川

で
飲
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
を
学

び
な
が
ら
、
普
段
立
ち
入
る
こ

と
の
な
い
冬
の
森
林
の
世
界
を

満
喫
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
「
今
度
は
も

っ
と
遠
く
ま
で
歩
い
て
み
た

い
！
」
と
話
し
、
と
て
も
楽
し

か
っ
た
様
子
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
み
な
さ
ん
が

身
近
な
自
然
と
ふ
れ
合
う
機
会

を
お
手
伝
い
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す

（
赤
坂 

森
林
ふ
れ
あ
い
係
長
）

【
留
萌
北
部
署
】
三
月
六
日

（
水
）、
遠
別
町
立
遠
別
小
学

校
の
元
気
い
っ
ぱ
い
な
四
年
生

の
み
な
さ
ん
と
、
ス
ノ
ー
シ
ュ

ー
を
履
い
て
町
内
の
富
士
見
ヶ

丘
森
林
公
園
へ
早
春
の
森
の
様

子
を
観
察
に
出
か
け
ま
し
た
。

　

当
日
は
風
も
な
く
穏
や
か
な

天
気
、
い
つ
も
は
ひ
っ
そ
り
と

静
ま
り
か
え
っ
て
い
る
森
も
今

日
だ
け
は
子
ど
も
た
ち
の
歓
声

で
と
て
も
賑
や
か
。

　

当
署
の
Ｏ
Ｂ
で
森
林
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
松
竝
善
司
さ
ん

の
案
内
で
、
雪
の
上
で
も
沈
ま

な
い
〝
秘
密
兵
器
〟
を
履
い
た

み
な
さ
ん
は
、
動
物
た
ち
の
足

跡
を
追
い
か
け
た
り
、
木
々
の

冬
芽
を
観
察
し
な
が
ら
、
北
の

森
に
近
づ
く
春
の
気
配
を
一
生

懸
命
探
し
て
い
ま
し
た
。

�

（
大
谷 

業
務
第
一
課
長
）森林インストラクター松竝さんのユーモアあふれる説明にみんな興味津々

さあ、スキーを履いたら森へ出発だ！

ネイチャーゲームも楽しみました

え〜ここ滑るの？
ちょっと怖いけど、大丈夫かな〜？

あ
れ
何
だ
と
思
う
？

森には何があるのかな？森には何があるのかな？
芽生えにそなえるころ

遠別町・遠別小４年生

エゾシカの冬の生活調べたよエゾシカの冬の生活調べたよ
歩くスキーで森の中へ

上士幌町・糠平小
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野
幌
森
林
公
園
は
、
広
大

な
石
狩
平
野
の
ほ
ぼ
中

央
の
野
幌
丘
陵
に
あ
り
、
江
別

市
・
北
広
島
市
に
ま
た
が
る
、

大
都
市
に
隣
接
し
た
平
地
林
と

し
て
世
界
的
に
も
大
変
貴
重
な

森
林
で
、そ
の
面
積
の
約
八
割
、

一
六
〇
三
㌶
が
「
国
有
林
」
で

あ
り
、
野
幌
森
林
事
務
所
が
管

理
し
て
い
ま
す
。

ス
キ
ー
で
間
伐
調
査

現
在
、
当
事
務
所
で
は

人
工
林
に
お
い
て
、
立
木
と
下

層
植
生
の
成
長
を
促
す
こ
と
を

目
的
に
間
伐
の
調
査
を
実
行
中

で
、春
の
暖
か
な
日
差
し
の
中
、

清
々
し
い
気
分
で
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
。

四
季
を
通
し
て

林
内
に
は
多
く
の

散
策
路
が
あ
り
、
様
々
な

花
・
野
鳥
の
観
察
、
森
林

浴
、
歩
く
ス
キ
ー
と
、
年

間
を
通
し
多
く
の
方
々
に

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
都
市
近
郊
で
あ

り
な
が
ら
、
エ
ゾ
フ
ク
ロ

ウ
や
ク
マ
ゲ
ラ
な
ど
の
野

鳥
や
、「
昭
和
の
森
の
ク
リ
」

な
ど
の
巨
樹
・
巨
木
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

各
コ
ー
ス
に
は
案
内
板
な
ど

を
整
備
し
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー
で
あ
る
「
森
林
の
家
」
で
は
、

ク
ラ
フ
ト
教
室
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
通
じ
「
国
有
林
」
と
し
て

の
情
報
発
信
に
も
努
め
て
い
ま

す
。体

験
・
学
習
活
動
の
場

こ
の
地
域
に
あ
る
江
別

市
立
野
幌
小
学
校
と
は
、「
遊
々

の
森
」
の
協
定
を
結
び
、
こ
の

森
で
集
め
た
種
か
ら
苗
木
を
育

て
、
森
林
づ
く
り
を
進
め
る
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に

も
一
年
を
通
し
て
様
々
な
体

験
・
学
習
会
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。よ

み
が
え
れ
！
野
幌
の
森

こ
の
森
は
平
成
十
六
年

の
台
風
で
大
き
な
風
倒
被
害
を

受
け
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
協
働
し
、
こ
の
森
林
を
再

生
す
る
「
野
幌
森
林
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
外
来
種
の
侵

入
、
野
生
化
し
た
ア
ラ
イ
グ
マ

に
よ
る
生
態
系
破
壊
な
ど
、
多

く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す

が
、
北
海
道
開
拓
の
時
代
か
ら

守
ら
れ
て
き
た
野
幌
国
有
林
の

歴
史
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
地

域
の
み
な
さ
ん
と
共
に
野
幌
の

森
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

Forester

Forester

Forester

Forester

森林官
リレー
森林官
リレー
森林官
リレー
森林官
リレー

野幌の森で集めた木の種から苗木を育てる子どもたち

間伐調査を実行中です

野幌国有林のスタッフ（本人中央）

野幌森林事務所
●江別市文京台南町8-7
●電話011-386-0304

石狩森林管理署
野幌森林事務所

森林官
妻鳥　洋年

開
拓
時
代
か
ら
大
切
に
さ
れ
て
き
た
森
を

み
な
さ
ん
と
一
緒
に
守
っ
て
い
き
た
い

野
幌
森
林
公
園
の
８
割
は
国
有
林
！
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　 幌南小学校と「遊々の森」協定
【石狩署】３月１３日、
札幌市内初となる
「遊々の森」協定を
幌南小学校と締結
し、藻岩山自然観察
教育林内に「幌南の
森」を設定しました。
　同小学校の渡辺校長は「この森での活動を
通じて子どもたちの生きる力を育みたい」と
話し、当署でもできる限りの支援協力をして
いくことにしています。

　 森林ボランティアオホーツクの会誕生
【常呂川森林環境保
全ふれあいセンター】
　３月９日、北見市
緑のセンターで森林
ボランティア「オホ
ーツクの会」の設立
総会が行われ、新たな森林づくり活動への第
一歩を踏み出しました。
　同会は「森林との触れ合いを楽しみながら、
森林への理解を深め、森林づくりの手助けを
行い、森林を愛する仲間の輪を広げていくこ
と」を原点とし、今後はボランティア植樹、
自然再生モデル事業、北見市植樹祭への参加
や森林散策会などを実施していくことにして
います。

　 道南スギをブランド材に
【函館事務所】３月
４日、渡島支庁で「道
南の林業・木材産業
を考える集い」が開
催されました。
　これは、道南スギ

等を主体とした渡島半島の木材をブランド材
としてどのように売り出していくのかを考え
ることを目的に行われたもので、山田北海道
森林管理局長が「日本林業の再生と森林認証」
について、松本紋別市産業部長が「網走西部
流域におけるＳＧＥＣ認証の取組」について講
演を行いました。

　 白老の自然を次代に伝えていこう！
【胆振東部署】
３月２５日、白老
町の総合保健福
祉センターで白
老町役場と共催
で第１７回白老森

林フォーラムを開催しました。
　今回は洞爺湖サミットを見据え、当署の東
本流域管理調整官による「地球温暖化に対す
る森林の果たす役割」についての講演、ポロ
ト自然休養林のネイチャーガイド団体である
「めむの会」による活動報告とポロト湖周辺
の四季、植物などの紹介、白老山岳会による
活動報告と白老にある数多くの優れた自然の
紹介がありました。
　会場ではプロジェクターを通してビデオや
写真で白老町の自然が鮮やかに映し出される
と、参加者からは歓声があがっていました。

北
海
道
森
林
管
理
局

　
　
　

総
務
部
長

木　

下　

喜　

博

紹
介
し
ま
す

昭
55
・
４　
農
林
水
産
省
入
省

平
元
・
４　
加
治
木
営
林
署
長

平
８
・
４　
帯
広
営
林
支
局

　

業
務
部　
指
導
計
画
課
長

平
12
・
４　
北
海
道
森
林
管
理
局

　

計
画
部　
調
査
官（
函
館
分
局
）

平
13
・
８　
北
海
道
森
林
管
理
局

　

業
務
管
理
官
（
事
業
担
当
北
見

分
局
）

平
15
・
４　
近
畿
中
国
森
林
管
理
局

森
林
整
備
部
長

平
18
・
４　
林
野
庁
業
務
課

　

国
有
林
野
総
合
利
用
推
進
室
長

平
19
・
４　
林
野
庁
業
務
課

　

国
有
林
野
管
理
室
長

平
20
・
４　
現
職

各地からの便り各地からの便り
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平
成
十
八
年
八
月
に

後
志
森
林
管
理
署
黒
松

内
森
林
事
務
所
に
よ
る

調
査
で
発
見
さ
れ
た
、

「
北
海
道
一
大
き
な
ミ

ズ
ナ
ラ
」
の
見
学
会
を

同
署
・
後
志
支
庁
・
Ｃ

Ｌ
Ｕ
Ｂ
「
風
の
が
っ
こ

う
」・
寿
都
町
の
共
催
に

よ
り
三
月
二
十
二
日

（
土
）に
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
小
学
生
を
対

象
と
し
た
見
学
会
と

し
、
町
内
の
小
学
生
と

父
母
ら
五
十
名
が
参
加
し
、
こ

の
ミ
ズ
ナ
ラ
の
巨
木
を
囲
み
な

が
ら
、
森
林
に
つ
い
て
勉
強
し

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、

目
を
輝
か
せ
な
が
ら
、
同
森
林

事
務
所 

松
本
首
席
森
林
官
や
、

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
「
風
の
が
っ
こ
う
」

代
表 

蛯
澤
隆
彦
氏
の
説
明
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
後
志
支
庁
後
志
森
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
森
林
○

×
ク
イ
ズ
で
は
、
第
五
十
八
回

全
国
植
樹
祭
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
「
芽
森
（
め
も
り

ー
）」
も
現
れ
、
参
加
し
た
子

ど
も
た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。

　

今
後
も
、
国
・
道
・
民
間
・

町
と
が
連
携
し
、
植
樹
活
動
や

ミ
ズ
ナ
ラ
の
巨
木
や
北
限
の
ブ

ナ
群
の
見
学
会
の
開
催
、ま
た
、

風
力
発
電
の
売
電
益
を
利
用
し

た
、
民
・
官
・
学
と
の
協
働
に

よ
る
森
林
保
全
・
環
境
維
持
活

動
「
風
と
森
と
海
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
実
践
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
寿
都
町
役
場　

産
業
振
興
課
）

増えていく 街のみどりと みんなの笑顔
今年も緑の募金が始まりました！

　皆様のご協力は「緑の募金」
を通して、身近な地域や国内外
の森づくりにつながり、さまざ
まな「森づくり・人づくり」活
動の活性化に活かされます。
　より多くの皆様の「緑の募金」
への参加が得られ、国民全体で

森林を守り育てる運動として発展できますよう、ご
理解ご協力をお願いいたします。
　平成２０年度 募金期間
　・春期　４月１日〜５月３１日
　・秋期　９月１日〜１０月３１日
　・北海道洞爺湖サミット記念緑化募金（平成20年限定）
　　　　　６月１日〜 ７月９日

山火事は地球の未来も燃やします
　林野火災危険期間４〜６月
　森林は一旦火災などで失われる
と、その大切な機能が回復するま
でには何十年もの年月と多大なコ
ストを要することになります。
　山火事のほとんどは、人間の不
注意によって起きています。この
ことは、私達一人ひとりが火の取
扱いに注意することで山火事を未
然に防止できるということでもあります。
　かけがえのない貴重な森林を守るため、皆様のご
協力をよろしくお願いします。

▽
四
月
十
八
日
（
金
）

　

北
海
道
国
有
林
の
取
組
事
項

記
者
発
表

局　

中
会
議
室

▽
四
月
二
十
六
日
（
土
）

　

「
緑
の
募
金
」
街
頭
募
金

札
幌
三
越
前

▽
五
月
九
日
（
金
）

　

知
床
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
拠

点
施
設
オ
ー
プ
ン斜

里
町
ウ
ト
ロ

広報「北の森
も り
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EVENT
INFORMATION

文字が大きく見やすくなりました！
　今月号からより見やすい紙面とするた
めに、文字サイズを１０．５ポイントに拡大
するとともにフォントも変更しました。

　今後もより良い紙面作りを目指していきます。
� （保全調整課）

http://www.hokkaido.kokuyurin.go.jp/kyoku/

ミズナラの巨木の前に元気な子どもたちと芽森ちゃん

お知らせ
寿都町の国有林で見学会寿都町の国有林で見学会

北海道一大きなミズナラを囲んで北海道一大きなミズナラを囲んで


